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This study surveys pedestrian decks as public pedestrian spaces in Tokyo and Shanghai. As pedestrian decks are often constructed
as connecting facility of railway stations, railway systems in Tokyo and Shanghai are also surveyed.
























































































































大連路 駅 4 号線.12 号線
五角場 駅 10 号線
金科路 駅 2 号線
6.2 デッキ型
陸家ゼイ駅 2 号線
蓮花路 駅 1 号線
金砂江路 駅 3、4 号線、13 号线
6. 上海デッキ（廊橋）について
業界関係者によると、このような廊橋案は最近業界
で人気があり、交通の原因以外に、もっと多くの商
業的な考えがあります。これに対して、同済大学建
築と都市計画学院都市計画学部の潘津波教授は質
疑を提出しました。「陸家嘴の縁側橋は確かに明後
日でいくつかの計画の矛盾を解消しましたが、決し
て一部の人が評論した優秀な体験式旅行事例では
ありません。なぜ最初から体験式旅行を地域開発に
取り入れないのですか？」
廊橋の出現は私達の都市計画が一連のボトル
ネックに遭遇したと説明しています。そして最終的
にはこのような設計を通じて緩和しなければなり
ません。現在は慎重に都市計画に存在する問題に対
処し、縁側橋の集中審査を慎重に行うべきであり、
近年来、建築物の高造を追求し、一方的に観賞性を
追求する計画構想を警戒しなければならない。
廊橋の出現はまさに陸家嘴地区が発展の過程
で、硬質道路が広く作られているほど、高層ビルが
多く作られて、人行空間を占拠しました。最後は空
中のデッキを通じて、人の流れを空中で運送するし
かありません。縁側橋は一部の交通整理と総合開発
の難題を緩和したように見えますが、陸家嘴の核心
ブロック間の機能属性を通じて、逆に言えば、地域
計画の負担も重くなり、さらにこのエリアの未来の
発展を制限しました。
平日は雨が降っても市民が絶えず、縁側のエレベー
ターで衝突があり、エレベーターのそばで秩序を誘
導するよう警察に協力します。橋の上でもし人の流
れが増えるならば、きわめて容易に踏んだり、安全
な隠れた危険があります。
縁側橋で警備に当たっている環衛士によると、ゴー
ルデンウィークの祝日になると、縁側の橋の通行量
が橋の掃除ができないほど多くなります。何百メー
トルにも及ぶ廊下では、いくつかの下り通路を除い
て、誰も避難ルートがなく、客が密集するのはほぼ
必然です。警察官によると、ゴールデンウィークに
なるとエレベーターはここが一番意外なところで
す。以前は歩道橋がない時はみんな地面を回ってい
ました。人の流れが相対的に分散しています。
7. まとめ
商業地区の開発において一番重要なのは、まず安全
で合理的で、可能性を残しておくことです。これは
都市計画の構想であり、都市生命力の体現でもあり
ます。陸家嘴の縁側橋は商業区として開発の試みと
して肯定的であるが、広く普及するには慎重でなけ
ればならない。
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